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GLM-5.3-Flash 徹底調査レポート 

― Z.ai（智譜 AI）2026 年 8 月 26 日公開モデルの内容・性能・反響 ― 

調査基準日：2026 年 8 月 27 日 

Claude Opus 5 

 

1．要旨 
● 前提は事実として確認できた。Z.ai（智譜 AI）は 2026 年 8 月 26 日、モデルコード glm-

5.3-flash を正式公開した。総パラメータ約 320B・アクティブ 18B の MoE、100 万トーク

ン文脈、テキスト＋画像入力のネイティブマルチモーダルであり、MIT ライセンスのオー

プンウェイトとして Hugging Face で重みを公開すると同時に API 提供も開始している
1,2,6。発表前は匿名モデル「Ox Alpha（牛来）」として OpenRouter／OpenCode 上でテス

トされていた 7,15。 

● 位置づけは「価格性能の下限を塗り替えたモデル」。GLM-5.3（2026 年 8 月 14 日発表の

本体モデル）の蒸留版ではなく、注意機構を刷新して新規に学習された別系統の基盤モデル

である 8,23。API 価格は入力 100 万トークンあたり 0.15 ドル／出力 0.50 ドルで、GLM-5.3

の約 10 分の 1（限時半額適用時は約 20 分の 1）にあたる 1,9。Artificial Analysis の

Intelligence Index は 57 点で Claude Opus 4.8 と同水準だが、同時に「速度が遅く冗長」と

の指摘も付されている 9。 

● 留意点。公表ベンチマークの多くは自社 harness による自己報告であり再現が難しい。話題

化の起点となった「DeepSWE 80%」は 10 問サブセットに基づく誤解で、113 問フルセッ

トでは約 58〜63%に収束している 10。中国産 AI チップ上での大規模サービングは実証され

た一方、検閲・データ主権・安全性（サイバー能力の二重用途性）の論点は未解決のまま残

る 24,29,30,31。 

2．事実確認 
発表日・発表主体：2026 年 8 月 26 日、Z.ai（旧称・智譜 AI／Zhipu AI、正式社名は北京智谱

华章科技股份有限公司、香港上場コード 02513）が公開。同日、腾讯新闻・网易ほか中国メディ

アが一斉に報じた 21,22,25。 

正式名称：GLM-5.3-Flash（モデルコード glm-5.3-flash）。GLM-5 系列で初のネイティブマル



2 

チモーダルモデルと位置づけられている 1,21。 

ライセンス：MIT。商用利用・改変・再配布が可能で、収益閾値等の追加制限は付されていな

い 2,11。 

重み公開：あり。Hugging Face の zai-org/GLM-5.3-Flash（FP8、約 328GB）および GLM-

5.3-Flash-BF16（約 642.7GB）2,3。技術報告として GLM-5 技術報告（arXiv:2602.15763）が参

照されている 2,5。 

API 提供：あり。Z.ai API Platform および GLM Coding Plan で提供。SGLang・vLLM・

TokenSpeed・KTransformers によるローカルサービングに対応する 1,2,16。 

「Ox Alpha」の正体：発表前の約 6 日間（8 月 20 日頃から）、OpenRouter／OpenCode 上で

匿名モデルとしてテストされ、公開時に Z.ai 公式が同一モデルであることを認めた 7,15,13。 

3．技術的内容 

3.1 アーキテクチャ 
MoE 構成で、総パラメータ約 320B（約 321B）・アクティブ 18B、45 層、288 個の routed 

experts から 8 個を選択する（先頭 3 層は Dense）2,8。GLM 系列として初めて疎注意

（DeepSeek Sparse Attention 系の NoPE sparse MLA）と線形注意（KDA）を組み合わせたハ

イブリッド構成を採り、45 層中 11 層を DSA に割り当てている 2,6。加えて、インデクサのキー

ベクトルを 4 本から 1 本へ加重圧縮する IndexPool、および Manifold-Constrained Hyper-

Connections（mHC）を採用し、1 層の MTP ドラフト層を備える 2,6。 

効率面では、GLM-5.3 比で注意計算量を約 3.01 倍、KV キャッシュを約 4.44 倍削減したとされ

る 2,8。GLM-4.5 と比較すると、アクティブパラメータは 32B→18B、層数は 92→45 とほぼ半減

している 8。 

3.2 文脈長・推論・機能 
● 文脈長：1,048,576 トークン（1M）。最大出力 128K トークン 1,2。 

● 学習：約 30T トークンのマルチモーダル事前学習コーパスで新規に学習された基盤モデル
2,8。 

● 推論モード：thinking は常時有効（thinking.type は enabled のみ）。reasoning_effort は 

Low／High／Max の 3 段階。推奨設定は temperature=1、top_p=0.95、

reasoning_effort=max1。 
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● ツール・エージェント：ツール呼び出し、Browser Use（BUA）・Computer Use

（CUA）、画面やレンダリング結果を観察して反復修正する視覚コーディング、Office 文

書（PPTX／PDF／DOCX／XLSX）生成に対応 1,6。 

● マルチモーダル：API ドキュメント上はテキスト＋画像入力。匿名テスト期間にはフレーム

サンプリングによる動画入力（毎秒約 147 トークン）も確認されていた 1,15。 

4．「Flash」の位置づけ 
GLM-5.3（2026 年 8 月 14 日発表）は GLM-5.2 と同一の基盤（743B 級 MoE、テキストのみ、

注意は DSA 系）に対する後訓練スケーリングで能力を高めた本体モデルである。これに対し

GLM-5.3-Flash は、別の新規基盤にアーキテクチャ刷新を施した軽量・高効率・マルチモーダ

ル版であり、GLM-5.3 の蒸留版ではない 8,23。参考として、GLM-5.3（max）は Artificial 

Analysis の Intelligence Index で 60 点・出力 90.0 トークン/秒・価格 1.40／4.40 ドルであるの

に対し、Flash は 57 点・48.7 トークン/秒・0.15／0.50 ドルであり、「知能をわずかに落として

価格と効率を大きく改善した」関係にある 9。 

系譜としては GLM-4.5-Air→GLM-4.6V-Flash→GLM-4.7-Flash（30B-A3B）と続く軽量系の後

継にあたるが、5.3-Flash は 320B へ大幅に大型化しており、従来の Flash 系とは規模の性格が異

なる 20,8。匿名 Ox Alpha 期間は無料提供だったが、正式版は有料 API および GLM Coding Plan

への組み込みとなった（全ユーザーに GLM-5.3 の 3 倍のクオータを付与）1,15。 

5．ベンチマーク性能 

5.1 Z.ai公表値 
以下は Z.ai が公表した値である。harness・judge・文脈上限がテストごとに異なるため、モデル

間比較は方向性の目安にとどまる。 

ベンチマーク GLM-5.3-Flash 参考（競合値） 

Terminal-Bench 2.1 84.3 Opus 4.8＝85.0／GPT-5.6 Terra＝87.4 

DeepSWE v1.1 63.4 GLM-5.2＝46.2 

AutomationBench v1.0.6 48.8 GLM-5.2＝26.2 

HLE（ツール併用） 55.3 judge は GPT-5.6-luna（medium） 

GDPval-AA v2 1773 Artificial Analysis 測定 

Toolathlon Verified 78.4 （競合値未公表） 
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ベンチマーク GLM-5.3-Flash 参考（競合値） 

OfficeQA Pro 62.4 Opus 4.8 を上回ると Z.ai は主張 

Z.ai Code Bench v1.0（max） 29.0 Opus 4.8＝29.5 

NL2Repo 56.3 1M 文脈下での測定 

視覚：BabyVision／MVbench 53.4／77.8 Gemini 3.7 Flash に劣後 

 

出典は公式モデルカードのベンチマーク画像およびその転記である 2,7,8。harness は HLE が最大

生成 163,840 トークン・文脈 300K、DeepSWE が mini-swe-agent（temperature 0.95、400K、6

時間）、Terminal-Bench 2.1 が Claude Code 2.1.207 など、テストごとに異なる 7。 

5.2 第三者評価 
● Artificial Analysis：Intelligence Index 57 点。同規模のオープンウェイトモデル中央値 27 を

大きく上回ると評価された。標準料金換算では 1 タスク約 0.09 ドル（ブレンド 0.10 ドル／

100 万トークン、7:2:1）。出力速度は 48.7 トークン/秒で同クラス中央値 67 より遅く、

TTFT は 1.52 秒。評価時に 1 億 5,000 万トークンを生成し（中央値 1 億 1,000 万）、「著

しく遅く、非常に冗長」と評された。総評価費用は 138.02 ドル 9。 

● Code Arena（LMArena 系）：GLM-5.3-Flash が 5 位で、GLM-5.3 本体より上位との中国

コミュニティ報告がある 23。 

● DeepSWE の独立検証：初報の「80%」は 10 問サブセット（8/10）に基づく誤解だった。

開発者 Ben Davis 氏が 113 問のフルセットを実行して約 58.4〜63%（GPT-5.6 Sol mid 相

当）に収束し、本人が「フルセット結果の方が妥当」と訂正している。公式リーダーボード

には未掲載であり、10 問では比較値が算術的に成立しない点も批判された 10。 

6．価格・提供条件 
項目 標準価格 限時割引（50%） 

入力（100 万トークン） 0.15 ドル 0.075 ドル 

キャッシュ入力 0.03 ドル 0.015 ドル 

出力（100 万トークン） 0.50 ドル 0.25 ドル 

 

割引は 2026 年 9 月 9 日 24:00（UTC+8）までで、期間中はキャッシュ保存が無料となる 1,7。
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Z.ai は割引適用時に「1 タスク 0.045 ドル」と主張しているが、これは Artificial Analysis の公表

値ではない点に注意が必要である 9。 

GLM Coding Plan：Lite 月 18 ドル、Pro 月 80 ドル、Max 月 168 ドル。全ティアで GLM-5.3

の 3 倍のクオータが付与され、オフピーク（週末終日を含む）は消費ポイントが 50%となる
1,13。 

競合比較：DeepSeek V3.2（0.14／0.28 ドル）が最安級である一方、GLM-5.3-Flash の 0.15／

0.50 ドルは、Gemini 3.5 Flash（1.50／9.00 ドル）や GPT-5.4 Mini（0.75／4.50 ドル）より明

確に安い 27,28。Z.ai は Claude Opus 4.8 の約 40 分の 1 と主張する 24。ただし出力速度 48.7 トー

クン/秒は同クラス中では遅い部類にあたる 9。 

自己ホスト要件：FP8 で約 306GiB（BF16 はその約 2 倍）。Hopper 世代以降の GPU が必須

で、8GPU ノード（または GB200 の TP4）が目安。FlashInfer 0.6.17 以降が必要とされる
16,19。 

7．反響・評判 

7.1 中国国内 
総じて好意的である。「新斩杀线（新たな価格性能の下限）」「牛来」といった呼称が定着し

た 22,21。知乎では、DSA から線形注意＋圧縮注意への移行によってコストを下げる流れが

DeepSeek・Qwen・Kimi で先行しており、GLM がそれに追随したという冷静な技術系譜の分

析も見られる 23。 

7.2 英語圏 
MarkTechPost、TestingCatalog、The Decoder、VentureBeat などが報じた 6,11。OpenRouter

を買収した直後の Stripe CEO Patrick Collison 氏が匿名の Ox Alpha を高く評価したことで話題

が拡大した 13,15。Hugging Face 上では Unsloth（GGUF）、LibertAI（NVFP4、598.5GiB→約

181GiB）、AtomicChat が量子化版を提供している 17,19。 

7.3 日本語圏 
LLM API 料金比較の記事群に GLM 系がコストパフォーマンスの観点で組み込まれる段階にと

どまり、発表直後の時点で GLM-5.3-Flash 単体の詳細な日本語実使用レポートは限定的である
28。 

7.4 批判・限界の指摘 
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● ベンチマークが自社 harness に依存し再現が困難。Z.ai Code Bench は非公開で外部監査が

できない 7,9。 

● 「DeepSWE 80%」という誤報が独り歩きした 10。 

● 出力が遅く、かつ冗長である 9。 

● 視覚性能は Gemini 3.7 Flash に劣後する 2,7。 

● 中国発モデルに共通する検閲・データ主権の懸念 29,30。 

8．市場・産業への影響 
中国オープンウェイト勢の布陣：DeepSeek・Moonshot（Kimi）・Zhipu（GLM）が純オープ

ンウェイトの中核をなし、Alibaba（Qwen）・ByteDance がプラットフォーム型、MiniMax・

Xiaomi（MiMo）が新興供給者として続く。共通する戦略は「オープンウェイト＋米国フロンテ

ィアの数分の一の価格＋高頻度リリース」である 26。 

米中格差の議論：CSIS や Artificial Analysis の見立てでは、GLM-5.2／5.3 の時点で中国オープ

ンウェイト勢が米国のクローズドなフロンティアモデルに肉薄しつつある 32,9。GLM-5.3-Flash

は「フロンティア級の知能を民生的な電力価格で」提供する象徴例と評された 24。 

国産チップ運用：Ox Alpha 期間の全トラフィックを 10 万枚超の国産 AI チップ集群で処理した

とされる。SGLang をベースとする自社エンジン（encode／prefill／decode の分離）で端到端 3

倍の高速化を実現し、単トークンあたりコストが主流の NVIDIA GPU に接近したと主張されて

いる 24,21。米国のエンティティリスト（2025 年 1 月に BIS が収載）下での国産化進展を示す事

例といえる 25。 

企業動向：智譜は 2026 年 1 月 8 日に香港証券取引所へ上場（コード 02513）。3,741.95 万株を

1 株 116.20 香港ドルで発行し約 43.5 億香港ドル（約 5.6 億ドル）を調達、初値 120 香港ドル、

時価総額は約 528 億香港ドル（約 68 億ドル）となった。公開部分は小口で約 1,159 倍の超過応

募を集めた。上場前には創業以来累計で約 15 億ドルを調達しており、Alibaba・Tencent・

Ant・Meituan・Xiaomi・Hillhouse・Qiming、Saudi Aramco の Prosperity7 などが名を連ね

る。2025 年 7 月には 1GW 級の国産 AI 算力データセンター構想、中科加禾（XCore Sigma）の

買収も公表されている 25。 

9．知的財産・法務・企業利用の観点 
ライセンス：MIT は最も寛容な部類のライセンスであり、商用利用・改変・再配布が可能で、
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収益閾値や用途制限は付されていない。著作権表示の保持のみが義務であり、再量子化や再配

布に追加の許諾を要しない 2,11。 

データ主権リスク：リスクは「モデル」ではなく「エンドポイント」に存在する。Z.ai の公式

API を利用する場合、中国法域（2017 年国家情報法、データ安全法等）の適用可能性が論点と

なる。Z.ai はグローバル API をシンガポールで運用しコンテンツを保存しないと説明している

が、規制業種や機密データを扱う場合は、重みが MIT で公開されている利点を活かした自己ホ

ストが現実的な解となる 29,30。 

検閲・安全性：中国発モデルは政治的話題において拒否率や不正確な応答の割合が高いとする

研究がある 33。また AI 安全団体 SaferAI は、GLM-5.2 が攻撃的セキュリティおよび生物系のタ

スクを一切拒否しなかったと報告し、対照的に Claude Opus 4.7 は拒否が徹底していたとされ

る。同団体の Henry Papadatos 氏は「能力のフロンティアはリスクのフロンティアではない」

と述べている 31。GLM-5.3 ではサイバー能力が意図的に強化され、脆弱性 2,436 件の発見が主

張されており、二重用途性への留意が必要である 24。 

10．分析・考察 
（以下は本レポート作成者による分析であり、事実の記述とは区別される。）GLM-5.3-Flash

の戦略的な核心は「新規基盤×ハイブリッド注意×国産チップ×MIT」の 4 点セットにある。

GLM-5.3 が既存基盤の後訓練スケーリングであったのに対し、Flash は注意機構そのものを刷新

して推論コストを構造的に引き下げた。これは、DeepSeek・Qwen・Kimi が先行していた線形

注意と疎注意への移行に GLM が追随したことを意味し、中国オープンウェイト勢における技術

の収斂を示している。価格を約 10 分の 1 まで落とせた主因は、このアーキテクチャ効率と国産

チップ運用の組み合わせにあると考えられる。 

一方で、独立評価が描く姿は公式のマーケティングより控えめである。Artificial Analysis の 57

点は確かに高水準だが、速度は遅く冗長で、視覚性能は Gemini に劣る。DeepSWE の「80%→

約 58%」という訂正は、初期ベンチマークの誇張が独り歩きしやすいことの好例であり、実務

者は自社タスクでの検証を要する。「Opus 4.8 同等」という主張は、コーディングやエージェ

ント系の一部指標と価格軸においては成立するものの、全方位的な同等性を意味しない点に注

意すべきである。 

11．実務者向けの推奨 
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● まず割引期間（〜9 月 9 日 UTC+8）に API で PoC を行う。入力 0.075 ドル／出力 0.25 ド

ルは、コーディング、エージェント、長文脈処理といった高頻度ワークロードにおいて極め

て安価である。ただし 48.7 トークン/秒という速度制約を前提に、対話 UI よりも夜間バッ

チや長時間稼働のエージェント用途に向く。 

● 重い判断は上位モデルとの二段構えにする。難易度の高い推論や視覚タスクは Opus／GPT

／Gemini に、量と速度を要する作業を Flash に寄せるルーティングが費用対効果の面で最

良となる。 

● 機密・規制対象データは自己ホストする。MIT ライセンスの重みを vLLM／SGLang で自

社インフラ上に展開すれば、データ越境の問題を回避できる。目安は 8 基の Hopper 世代以

降の GPU（FP8 で約 306GiB）以上である。規制業種において中国産 API を直接呼び出す

ことは避けるべきである。 

● ベンチマークは自社タスクで再検証する。公表値は harness 依存である。SWE-bench 

Verified 等の標準リーダーボードへの掲載を待ちつつ、社内評価（特に日本語性能）を優先

すべきである。 

● 採用判断の閾値を定めておく。Artificial Analysis／LMArena／SWE-bench Verified への正

式掲載、GGUF／MLX の安定版提供、日本語性能の独立検証が揃えば本番採用を前進させ

る。逆に、検閲・安全性に関する独立監査で重大な問題が明らかになれば再評価する。 

12．留保事項 
● Z.ai 公式ブログ（z.ai/blog/glm-5.3-flash）は JavaScript 描画のため本文の機械抽出ができ

ず、Hugging Face の公式ベンチマーク表は画像（bench_53.png）で機械可読ではない 4,2。

本レポートの表中の数値は二次的な転記 7と、DataLearner および Hugging Face の機械可

読欄で相互確認したものであり、競合列の一部は転記のままである。NL2Repo、OfficeQA 

Pro、BabyVision、MVbench の競合値は未公表である。 

● ベンチマークはほぼ自社報告であり、harness、judge（HLE は GPT-5.6-luna）、文脈上限

が異なるため、モデル間比較は方向性の目安にとどまる。Z.ai Code Bench は非公開で外部

監査ができない 7,9。 

● 「1 タスク 0.045 ドル」は Z.ai の主張である。Artificial Analysis の標準料金換算では約 0.09

ドルとなる 9。 
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● 動画入力は匿名テスト期間に確認されたものであり、API 公式ドキュメントはテキスト＋画

像入力を明記している 1,15。 

● 検閲・安全性・データ主権に関する論点は法制度・評価がいずれも流動的であり、本レポー

ト時点（2026 年 8 月 27 日）における暫定的な整理である。 

● URL 未確認の出典：文献[31]〜[33]（SaferAI、CSIS、Stanford／PNAS Nexus）は、本調

査において原典 URL を特定できていない。記載内容は間接的な報道・要約に基づくもので

あり、引用にあたっては原典の確認を要する。また文献[5]（arXiv:2602.15763）はモデル

カードからの参照であり、全文への到達は確認していない。 
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